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r三田学会雑誌」82巻2 号 （1989年7 月）

矢内原勝 • 深海博明•大山道広編著

『世界経済のニュ一 . フロンティア』

(文眞堂， A 5 利295頁，3,500円）

本書は慶應義塾大学名誉教授，創価大学経済 

学部教授であられる山本登先生の喜ぎを記念し 

て，かつて先生のご指導を受け，現在経済学の 

第一線で活躍中の門下生の方々が先生に献呈す 

るために計画されたもので，その目的に沿い 

「世界経済研究会」を組織し，共同研究を重ね 

たその成果として刊行されたものである。それ 

故，矢内原編* 委員代表のr刊行の辞」を借り 

れぱ，本書は「単なる論文集ではなく，一定の 

方針にもとづき，今日世界経済論が直面してい 

る問題を，一般論と個別の主題の具体的問題に 

分け，今日の学問水準において接近を試みた」 

ものである。そして山本先生の学問的ご業績が 

一貫して世界経済論にあったことにも照らして， 

標題も「世界経済のニュー . フロンティア」と 

尚く掲げられている。

それだけに執筆陣13氏による各論文は，上記 

の共同研究の積み重ねやそこから生まれた共通 

の問題意識によるものかどうかはさておき，い 

ずれもまさしく今日の学問的水準において手堅 

くしっかりと纏められており，力作が描い，本 

言は内容的にも標題に偽りのない，豊かで水準 

の高いものとなっている。昭和10年に慶應義塾 

大学助手に就任されて以来，50余年の永きにわ 

たり，世界経済論を追究し続けてこられた山本 

先生の喜寿を記念するにふさわしい，一巻の書 

と評値することができよう。

ところで，「刊行の辞」 でも述べられている

ように，本書の執筆者たちはr世界経済論とい 

う共通の梓内にいる」 とはいえ，その研究方法 

は 「理論，計量，実証研究等多岐に」わたって 

いる。そのことは山本先生のr御指導の寛容さ 

の反映であり，これが山本門下生の特色でもあ 

る」 とされている力' : , 実際， シ ス テ ム .ア プロ 

一チ，理論モデルによる分析と解釈，政治経済 

学的アプローチ， シミュレーション分析，計量 

経済学的アプローチ， アンケート調査法の適用 

等々，本書で使用されている経済学の分析手法 

は誠に多彩である。 この点からみて，三田学会 

雑誌編室委員会からの強いご要請によってお引 

き受けはしたものの，本言の書評を的確にこな 

すことは，明らかに筆者の能力を越えている。 

従って，以下に記すことは，筆者の読後感の域 

をでないものであること，それでさえ誤りを冒 

すおそれのあることについて，予め読者の寛容 

のほどをお願I 、しておかなければならな、。

先ず本書の構成であるが，本 *は 2 部13章;か 

らなり，世界経済論に関する一般的考察である 

第 1 部 の r新世界経済論」 （第 1享〜第6 章）と， 

世界経済の個別の主題の具体的分析である第2 

部 の 「日本と世界経済」（第7 章〜第13章）のニ 

つに大きく分けられている。第 1 部では，戦後 

から現在にかけての世界経済の変容が跡づけら 

れ，世界経済論の新しい在り方についての問題 

提起がなされたうえで，シミュレーション分析 

に基づく西暦2000年に向けての展望が試みられ 

ている。第 2 部では，第 1 部での一般論を踏ま 

え，日米経済関係やアジア.アフリカ地域の経 

済的諸問題が様々な新しい視点と方法によって 

分析されている。そして最後に，山本先生ご自 

身の特別寄稿「太平洋リージョナリズムの方向 

性についての一考察」が掲載され，今後のアジ 

ア•太平洋地域経済の理想像が示される構成と 

なっている。以下，紙数の関係もあるので順を 

追って，享者がとくに気のついた範囲において， 

各論文の要旨•特徴等に関連してささやかな論 

評を試みろことにしよう。
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今日の世界経済状況の大筋，すなわち世界経 

済に占めるアメリ力経済の地位の相対的低下， 

それに伴う世界の霸権国としてのアメリ力のバ 

ワ一の弱体化，しかしアメリカに代わるべき霸 

権国はまだ出現していない，また他方，国民経 

済間での相互依存•相互浸透の関係が著しく深 

化している， といった大状況については，本言 

の執ま者の間にほぽ共通した認識があるものと 

思われるが，とくに第1 , 第2 , 第3 の三つの 

享は，こうした認識に立って今後の世界経済の 

行方 . 動向を探りながら，それぞれに異なる視 

角から新世界経済論の構築を摸索している点で 

興味深い。

第 1 享 r現代の世界経済システムとその展 

望」（首藤信彦• 東海大学教授）は，今曰の世界経 

済は「アメリ力による管理から共同管理への移 

行」の時代に入ったと捉え，今後の方向性に言 

及したのち，新たな世界経済システムを作り上 

げるために考慮されるべき諸点として，（1)アク 

ター間の「差」の確認，（2)東西南北の融合，（3) 

新しい要素（民間活力やコンピュータ一等々 ）の導 

入，（4)国家中心の国際関係を越えて（地域から 

の国際化や個人による国際化)，の4 点を拳げてい 

る。重要な論点であるとともに，これらの諸点, 

とりわけ第4 点をも取り入れて，いかに新しい 

世界経済論を体系立てて築き直すかは大課題で 

あろう。執筆者中最も若い気鋭の著者がこの課 

題に挑戦し，いつかその成果を一書にして世に 

問う日のあることを強く期待したいと思う。

第2 享「国際協調の経済学」（大山道広•慶應義 

塾大学教授）は，すでに国際協調の経済学の先 

駆者の一人としてその地位を確立している著者 

力;，改めてこの分野で展開されてきた諸構想， 

なかでも国際協調の経済学の前提となる国際的 

相互依存の概念，国際協調不要論の論拠，非協 

調的政策運用の実効性等を再検討に付したうえ 

で，国際協調の必要性，その類型，その方法に

ついて，理論モデルを適用•分析することを通 

して整理• 明確化し，■際協調に関する著者の 

基本的な考え方をまとめたものである。この章 

は，新しい分析視点を国際経済理論に汲み入れ 

ようとする第一線研究者としていま大いに注目 

されている著者が，自らの得意とする分野にお 

いて描いてみせた模範的な論文ともいうべきも 

ので，筆者が敢えてここで多言を差し挟む余地 

はありそうにない。

第3 享 r国際的相互依存の政治経済学J (深海 

博明• 慶應參塾大学教授）は，近年，アメリカの 

国際関係学会（I S A ) を舞台に， R  • 0  . コ 

ヘイン， J . S • ナイ， R  . ギルピンらの政治 

学者たちが提唱• 発展させたr国際政治経済学J 

( I  P E ) に一定の注目を払いつつ，国際的相 

互依存の問題に政治的側面と経済的側面の両方 

から大胆にアプローチした問題作といえる。ア 

メリ力の学界でも， C • P  .キンドルバーガー 

等の少数の経済学者らがI P E の議論の場裡に 

参入し， I S A の学会誌に寄稿している例もみ 

られるが，その場合には注意深く経済学の士懷 

で立論しているのが通常で，政治学と経済学が 

相互に嚼み合うのは容易でないようにみえる。 

本享は，経済の国際化と政治のそれとの間にギ 

ャップ’ 矛盾があるとし，それを解消するため 

の相互依存活用の基本戦略にまで論及しており， 

大いに注目される。ただ末尾で著者も認めてい 

るように，紙幅の制約等もあり，具体的分析に 

まで踏み込めず，やや末広がりの問題提起にと 

どまった観がしないでもない。

第 4 享 r情報革命と南北問題」（斋藤優•中央 

大学教授）および第5 享 「国際経済環境の変化 

と途上国経濟J (太田辰幸. 名古屋商科大学教授）の 

二つの享は，ともに南北関係を扱ったものであ 

る。前者は，大著『技術移転論』（文眞堂，1979年） 

ほか多くの著言を通じて知られるごとく，技術 

移転•技術開発の分野での第一人者である著者 

力;，情報革命が途上国に及ぼすべきィンバクト 

の問題を取り上げ，情報革命時代の南北関係展 

開のシナリオ，情報革命の途上国への移転の在
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り方等を論じたものであり，後者は，途上国経 

済と先進国経済との間に存在するリンケージ，

とりわけ貿易を通じるィンバク卜の波及の問題 

を取り上げ，先進国の経'済成長が途上国のそれ 

に与える効果，先進国の物価変動の途上国への 

波及等を理論的• 計量的に分析したもので，と 

もに教えられるところが多い。各国経済の相互 

依存関係の深化• 拡大に伴い，世界経済論にと 

って途上国経済問題のもつ重要性はますます高 

まるとみられる力;，その意味でも，上記の2 章 

が本書においてもつ意義は大きい。

第 6 章 「2000年の世界経済の展望」（大西昭. 

創® 大学教授）は，シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 分析およ 

び独自に開発したそのモ デ ル （FUGIモデル）で 

広く内外に知られている著者が，世界経済の将 

来展望を世界モデルを用いて，シミュレーショ 

ンの手法にあまり訓染みのない読者にも分かる 

ように，平易に解説したもので，興味深くまた 

大いに参考になる。とくに末尾の四つの註記は， 

世界モデル，「システム • ダイナミックス」等の 

研究方法と系譜，世界モデルと相互依存経済の 

システム，新世代の世界モデルなどについて懇 

切に説明したもので，読者の助けとなろう。狭 

義の意味での経済問題のみでなく，シミュレ一 

ション分析の手法は今後広く環境問題•軍縮問 

題 •人権問題等々の今日の人類的課題の予測• 

解明のためにも，ますますその重要性を増すで 

あろう。最近，わが国でも「日本シミュレーシ 

ョン& ゲーミング学会」 （会長，近藤次郎.日本 

学術会議会長）が設立され，著者はその副会長 

に就任し，名実ともにこの分野で日本の学界を 

牽引する役割を担うこととなったが，今後のな 

お一層の活躍が大いに期待されるところである。

m

第2 部に入り，第 7 章 「日米の貿易不均衡と 

輪出入構造の変化」（丹下敏子•関東学院大学教 

授）は， 日米両国の輸出入需要関数の計測を通 

じて不均衡要因を分析したもので，その計測結

果に基づき，r貿易摩擦の解決のためには資易不 

均衡の是正が必要である」という見地から，日 

本側については市場開放等による輸入増大策が， 

アメリカ側については財政赤字削減による内需 

抑制策が必要であるとの結論を導き出している。 

立論明快な論文と評価できよう。続く第8 享 

「企業内分業の構造と決定因」（田中拓男.中央大 

学教授）は，アンケート調査法を活用して多国 

籍企業の経営戦略と国際分業との体系的な関係 

を追究した労作で，アジア日系企業を調査対象 

に選び，企業内分業のパターンを「グレード別 

分業，差別化分業，市場ニーズ分業，工程別分 

業」の四つに分けて，それぞれの分業の比較検

を調査結果に基ついてない，結論として，現 

在までのところ最も成功しているのは工程別分 

業であるなど，いくつかの興味深い論点を摘出 

している。

第9 章 r中国の体制改革と日中経済関係J (唐 

木园和. 慶應義塾大学教授）および第10享 「中国 

における新農業政策の経済的帰結」（渡辺利夫. 

東京工業大学教授）は，ともにいま世界の注目の 

的になっている中国経済の現状を検討の坦上に 

乗せたものである。前者は，1978年以来今日ま 

での約10年間の中国における経済改革の歩みを 

「指令経済体制からの脱却，商品経済の容認， 

市場経済への傾斜，社会主義初級段階における 

日中経済関係」の4 項目に分けて手堅く纏めた 

ものであり，後者は，同時期を通じて，中国の 

新農業政策が中国の農村経済にどのような変革 

を促し，中国経済の蓄積様式をどのように変え 

たか，またそれは他方で企業自主権の拡大を中 

核とする都市改革の始動といかに切り離し難く 

関連しているかを，論理的に追い求めようとし 

たものである。

市場経済の導入以来確かに中国経済の動きが 

早まり，それにつれて中国経済を興味ある研究 

対象として捉えようとする経済学者たちの関心 

は，いま日本の学界でも急速に高まりつつある。 

小官隆太郎『現代中国経済』（東京大学出版会， 

1989年）はその著例といえよう力*S 上記の2 享
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も花ざかりの中国経済論に大いなる刺激剤を投 

じるであろう。私* にわたり恐縮であるが，渡 

辺教授は筆者が山本先生のご依頼で、まから20 

余年ほど前に慶應義塾大学大学院講師として三 

田キャンバスに通った頃，最も活発なる経済学 

研究科院生であった。その後学界に入るや垣い 

期間に韓国経済論， ニックス論，さらに南アジ 

アを含むアジア経済論等で頭角をあらわし，幾 

つかの賞を受けたことは周知の通りであるが， 

いままた本書を読み中国経済論をもその研究の 

射程に収めたことを知り，その研究意欲のほど 

に眼を見張る思いがする。同教授は本言の執筆 

者のなかでは筆者が日頃最も親しくさせて頂い 

ている方の一人であり，少しばかり r言き過 

ぎ」との懸念も抱かないわけではないが，今後 

の一層の健筆を期待してやまない。

第11章 r工業化と経済自由化」（小島眞•千葉 

商科大学教授）は，インド型混合経済体制下での 

経済g 由化問題を取り扱ったものである。イン 

ド経済については，かなり以前に筆者も本言の 

編集委員代まの矢内原教授と共著『イソドの経 

済開発と国漂収支』〔東京大学出版会，1963年）を 

公にしたこともあり，爾来関心をもち続けてい 

る力；，本章の指摘するように，インドの工業部 

門の停滞克服はその頃からの大きな課題であっ 

た。経済自由化政策はそのために導入されたも 

のであるが，この章では，その過程•展開の諸 

相がよく整理され，その全体像とともに，それ 

を通してインドの混合経済的社会体制の特質も 

よく浮き彫りにされている。

第12章 「対外債務と経済発展」（高梨和紘. 

慶應義塾大学助教授）は，これまで対外債務が経 

済発展との関係で取り上げられる場合，発展要 

因としてよりも国際金融システムの携乱要因と 

V、う視点から研究がなされる傾きがみられたの

に対して，発展途上国の国内経済構造と深く係 

わる債務返済能力という長期的視点からこの問 

題に接近しようとしたもので，韓国経済をま例 

に，導入資金の借入主体，業種別配分などにも 

立ち入り，計量的手法を用いつつ手堅く纏めた 

実証的研究である。第13章 「土地余剰輸出経済 

国の経済発展」（矢内原勝• 慶應義塾大学教授）は， 

著者の永年にわたるアフリカ研究を背景に，サ 

ハラ以南アフリカのr土地余剰経済」型で，少 

数の輸出用一次産品の生産に特化したr輸出経 

済構造」をもつ諸国の経済発展の制約条件に光 

を当て，植民地時代に形成されたところの，世 

界市場に対して傷つき易いその経済構造の遺産 

力’、，いまなおいかに経済発展の足伽になってい 

るかを，これまた同教授のいつもながらの手堅 

い手法で問、詰めたものである。

以上の第1 , 第 2 部を合わせた1 3 $ に続いて， 

すでに述べたように，山本先生の特別寄稿が揭 

載されている。この特別寄稿については筆者の 

論評の限りでなく，またすでに紙数も尽きたが， 

一読して印象に残ったことの第一は，読み手の 

頭にそのまま刻み込まれるが如くに，非常に論 

旨明快であること，第二は，関連重要諸ま項に 

ついての論及が実に的確であることで，構想力 

が豊かで発想が斬新である等々については今更 

いうをまたない。本書を*評させて頂く機会を 

得て，山本門下から数多くのすぐれた研究者が 

輩出していることを改めてよく認識すること力； 

でき，山本先生が教育者としても卓越されてい 

ることに深い感銘を覚えた。この機会に，筆者 

もこれまでに先生から頂いたご高誰に厚く感謝 

申し上げるとともに，今後の先生のご健康と， 

なお一層のご研廣とを心よりお祈りしたい。

川 田 侃

(上智大学教授）
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